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くく技術・家庭科(技術分野)>>

互いに学び合い高めていく授業づくり
-ICTを活用した個を活かす対話による学び合いー

玉城博康*消水洋一**福田英昭**

*琉球大学教育学部附属中学校 料琉球大学教育学部

I主題設定の理由

1 本校技術科の背景

これまでの技術の授業では、実習や実験、機器の

操作といった実践的な活動が主体とされていた。し

かし、これからの時代に求められる学習方法では、

今まで、以上に人と関わり合うことや、他者を通して

学び合うことが必要とされる。教科の特性であるも

のづくりや、完成に伴う成就感の育成に重点を置き

ながら、他者の意見や考え、アイデアを受け入れる

ことで、より主体的な学習活動を展開することがで

きる。また、授業を通して得た知識と技術を日常生

活の様々な場面で活用できるようにしなければなら

ない。

平成21年度の国立教育政策研究所「特定の課

題に関する調査(1)Jから、 i(3)工具や機器の使川

方法及び力u工技術Jの結果を分析すると、工具の
仕組みを生かして効果的に使用する能力の習得状況

が全国調査では6し4%であった。本校3年生に行った

同様の調査では、約半分の生徒が具体的な回答を示

すことができなかった。継続して研究を進めている

本校技術科の授業実践では、 r~:J常生活における機
器の点検や修理の経験j において、家庭での実践は

定着し始めているが、工具や機器を用いた加工技術

ではまだ不十分であることが分かつた。原因として

は、個々の生徒が工具の正しい使用方法を把握しな

いまま我流に使用していることや、工具のしくみや

特徴を十分に理解していないことが推測できる。こ

のような実態から、理論に基づく実践的な指導も必

要であるが、生徒個々が自分なりの学びを深め、そ

の成果を1]常生活において適川させ広めることが大

切だと考える。そこで、本研究では、多様な理解が

深まり統合される協調学習を授業の中に取り入れ、

その有効性を検証していきたい。

2 これまでの研究から

本校技術科では、平成23年度から実生活との関連

を深めるための題材開発や指導計画、評価等の授業

づくりの研究を進めてきた。その成果として意識調

査では (2013年4月実施)、以下の図に示すように授

業前後において生徒の意識の変容が見られ、授業で

学習したことを将来の生活に役立てようとする意欲

を高めることができた(図1)。また、実験の分析や

製作実習の記録を辿っていくと、習得した内容を家

庭生活に関連付けて行動することで、自身の生活を

振り返り改善しようとする態度をはぐくむことに繋

がった。
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図 1 授業で学習したことは将来の生活に役立つ

しかし、日常生活における身近な機器の点検や修

理、工具の扱いで‘は、使用に関しては問題ないが、

工具の原理やしくみを活かした加工技術は十分に身

に付いていない実態がある。これまでの研究成果の

推移から技術の授業に対する意識は高まったが、製

作、修理等の実践的な生活場面においては、更なる

指導の改善や授業づくりの充実が求められる。そこ
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で、協調学習の手法である f知識構成型ジグソ一法J

を取りれた授業を展開することで、教室で学んだ実

践力を実際の生活場面で活かせるようにしたい。そ

のためには、これまでのグループ活動に個々の学ぶ

場面を具体的に示し、互いに思考する場面を設定す

る必要が求められる。また、対話による学び合いを

実践するに当たり、思考力、判断力、表現力を育成

するには、技術科特有の言語活動を研究し、授業実

践のなかに取り入れることも求められる。以上の背

景や生徒実態のもと、本教科の特性や役割lを活かし

高めていきたいと考え、本テーマを設定した。

3 生徒の実態から

中学校に入学するまでの期間において、ものづく

りの経験がどれだけあるか抱握するために、 l年生

を対象にアンケート調査を行った(2013年4月実施)。

調査内容では、主に生徒のものづくりの経験をはじ

め、製作に使用する工具の使川状況や、製品、機器

を修理する際に、どのようにして取り組んでいるの

かを中心に調査した。ものづくりの経験においては、

ほとんどの生徒が経験し、具体的には小学校の凶工

の授業や夏休みの作品等で製作したことがあると回

答した。しかし、製作過程における適切な工具や機

球の扱いはほとんど意識しないまま使用している実

態が分かつた。現在、授業でのこぎりを使用してい

るが、 J受業前ではほとんどの生徒が正しい使用方法

を知らないまま我流で切断しようとしていた。また、

製作上不明な点があっても、特に意識することなく

他者からのアドバイスや指摘を受けることもなく進

めようとすることが分かつた(図2)。
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授業前の実態調査(1年生)

このような現状から、授業のなかで他人の考えを

聞いたり、他人に説明したりする活動を取り入れる

ことの必要性を感じる。授業では、確かな知識と技

術の習得をもとに自分なりの理解を深め、互いに共

有して学び合う方法を身に付-けさせることが大切で

ある。また、学習意欲を高める工夫とともに深く思

考させ、学習内容の理解を深めることができれば、

学習の将来的な有用感が哨し、学んだ、ことを自分自

身の生活に活かそうとする態度をはぐくむことがで

きるのではなし、かと考える。

E 本研究の目的

これまでの研究で得られた成果を引き継ぎ、現拘:

課題となっていることを I~j維にし、互いに学び合い

向めることのできる授業づくりについて研究を進め

てし、く。また、課題となっている本校生徒の実態か

ら、学習した内容をどのような手立てをすることで

他者の意見や考えを取り人れ、個を活かした対話に

よる学び合いができるか傑々な角度から探してみた

い。まずはじめに、実習胎.材にジグソー学習を組み

込み、正いに相談したり知恵を出し合いながら解決

していく問題解決的な学習を授業づくりの柱とす

る。その際、グ‘ループ活動を通して意図的に思考す

る場面を設定し、知識構成型ジグソー学習を取り入

れる。具体的な方法としては、製作実習の材料加工

において、日常生活を想定した場面から、生徒の興

味・関心を高める内容を取り上げ、授業を通して思

考・判断する場面の設定を行う。その際、 21世紀ス

キルのなかにある「問題解決能力Jと r1 C T活用

能力jに焦点を当て、協調学科を取り入れることで、

自律的な学びができる学科環境づくりを行う。技術

室にクラウド機能を設置し、製作過程で浮かんだア

イデアや加工技術をその都度記録できるようにす

る。そして、デジタル媒体した他者の学びの記録や

アドバイスをネットワークを活用して共有すること

で、ジグソー活動に結びつけたい。

本研究では、習得-した内容を記録し、デデ、一夕ベ一スと

して帯

ようにしたい。そして、学営者が学習内容のみならず協

調を通じて情報を共有することの重要性を身に付けさせ

るとともに、自ら進んで生活を工夫・創造できる実践的

な1劇変をはぐくむことのできる授業づくりの研究を行う。
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E 研究内容

1教科における「対話」とは

ればならない。個々が習得した多様な学びをジグソ

一法を用いて展開するには、授業で理解したことや

(1) 言語活動を用いた学習活動 疑問、アイデア等をその都度記録することで効果的

技術科の言語活動としては、考え話し合い活動ゃ に活用できると考える。学習の記録を集積させた上

グループ活動を通してliし、に思考を深めてし、く活動 で、自分の学びや成果を他者と共有したり、互いに

がある。他教科との違いとしては、話活動以外にも 意見交流や加工技術を見せ合うことにより対話が生

技術科特有の言語として、製作図や栽培飼育表やフ まれ、協調学習の学びが深化できると考える(図3)。

ローチャート等があげられるへつまり、製作実習 そのことにより、自分なりの教科学習に対する理解

で用いる構想図や製作過程でまとめた個人の学びの の幅が広がり、新しい多くの知識と技術を習得する

記録やワーク等をもとに製作工程の加工法や技術に ことに繋がる。

ついて議論することが、言語活動の場面において有

5cYJであるといえる。先行研究としては、平成22年の

教育課程研究成果報告書において埼玉大学教育学部

附属中学校の実践授業にて言語活動を取り入れた成

果が報告されているヘ

本校技術科では、「対話Jを取り入れた活動の柱

として生徒の活動に言語活動の場面を意識して設定

したい。具体的には、製作実習を主体としながら、

技術科特有の言語を則いることで、頭の中で描いて

いた構想、を具体化したり、暖l床であった概念等が整

埋されることで思考力の育成をはぐくむことができ

ると考える。紅林(2013)は、「製図や計画書、フロ

ーチャート等は他者に設計意図や製作方法を伝える

ための手段である。技術科特有の言語を技術の学習

の中で用いることは、相手に製作者の意図を伝え易

くするためであり、その手段として、製作者の設計

に関する意図や工夫点を明確にするといった概念の

整理をすることが行われるのである。したがって、

他者との『概念、の共有化』を意識した取り組みこそ

が電要な鍵となるJへと述べている。このことか

ら、授業の中に対話を取り入れる過程として、製作

活動の中に、互いで学んだ知識や加工技術等を共有

できる共同学習的な場面を設定する必要がある。そ

こで、学びを深めるために、言語活動を活かしたジ

グソ一法を用いて、協調学習として取り入れること

により、学習者同士が学び合える相互学習を展開す

ることがで‘きる。

(2) r対話Jを取り入れた授業構成

協調学習を授業に取り入れるためには、一人ひと

りの理解の方法がそれぞれ異なることを留意しなけ

学びの深まり
a韓馨iq語遍ブ
拙毒挙管占輔梯 他者の学び

図3 ジグソ一法を用いた学びの捉え方

(3) r対話JにICTを取り入れた学びの方法

協調学習を進めるにあたり、実技や実験実習が主

体となる本教科において、どのような手段を用いる

と学習効果が高まるか考えた。技能教科では、座学

から得られた知識も大切だが、実際に自分の目で見

て、触れることが重要である。そこで、本年度は初

年度として技術教室のICT環境整備を中心に行うこ

ととする。具体的には、パソコンをはじめ、タブレ

ット機器を活用することで、製作段階における疑問

やつぶやき、新しい発見やアイデアを写真や動画、

テキス卜等のデジタルデータとして記録を取るよう

にする。そして、生徒同士が互いに情報のやり取り

をリアルタイムで実践できるようにしたい。そのた

めに、多様な機器で同時にアクセスできるようにク

ラウド技術を活用したい(図4)。クラウドとは、ク

ラウドコンヒ。ューティングの略語であり、和訳する

と「雲j という意味である。データをパソコンや携

帯電話、インターネット上に保存する使い方、サー

ビスのことを指している。近年スマートフォン等の

普及により自宅、会社、学校、図書館、外出先など、

-113 -



様々な環境のからでもデータを閲覧、編集、アップ 取り組みにより、日本のものづくりの強さの源泉と

ロードすることが可能であり、学校現場においても して注日され、現在、欧米でも普及が進んでいる。

今後の利用場面が増える可能性が推測される。多人 本教科では、ものづくりを主体とした産業教育の

数でデータを共有するグ、ループウェアのような使い

方があるので、この利点をうまく利用して授業のな

かにおける「対話Jにおいて、一つのツールとして

活用してみたい。

気づ臼たこと . • 

画像記録| 提供 | 

勘画担録

図4 クラウド技術を取り入れた「対話Jの方法

2 技術科における協調学習の取り組み

(1) 協調学習を川いた技術の授業

授業を通して学んだ、ことを実生活のなかで活かして

いくためには、単なる知識や技術として身に付けるの

ではなく、常に自分自身の生活のなかで活!日できる場

観点から、主に製作実習の場面で、協調学習との関

連を図りたい。そこで、協調学習で指している21世

紀型スキルにQCサークルを取り入れた活動を下記に

示す。

〔批判的思考力〕

・作品の構造や加工技術、精度について、互いに指摘し

たり、保々な角度から改良点や修正点を見つけ出しよ

りよく改脅しようとする力。

〔問題解決能力〕

・製作r.程を通して、生活のなかで起こりうる諸問題を

fl分で発見、課題化し他者との意見交流を通して現実
的な視点で解決できる力。

〔コミュニケーション能力・コラボレーション能力〕

・ク守ループ活動のなかで、他者の怠見や考えを積極的に

取り入れ、 1:::1分の考えと融合させ新しいアイデアを企

阿し、提案できる力。

( 1 CT活用能力〕

-個々の新しい発見やアイデア 加工技術等を整理し、

デジタル化することで「学びの記録j としてネットワ

ークを川し、て送-受信したり、共有して活かすことので

きる}Jo

製作実習で習得した加工技術は、単に授業の製作

面を見つけ出さなくてはならない。そこで、 21世紀型 段階で実践できればよいのではなく、その後の家庭

スキルを技術科で、今後取り組んでいく協調学宵の方法 になかで役立つ技術にならなければ、本当の習得に

に結び付けて考えてみた。

内容としては、問内の多くの企業で実践されている

QCサークルの考えを・部取り入れることとする。 QCサ

ークルとは、 quality control (品質管理)の略語

であり、職場内で向発的に集まった小人数の集団が、

製品・サービスの品質管理や改善、不良品の低減、

安全対策などに取り組むことを指している。この活

動により、グループ》全体の能力・自主性の向J..、人

材育成、職場活性化などの相乗効果が期待できると

は結びつかない。いわば これからの学びは、授業

で得たスキルをし、かにして外に持ち出して、自分な

りの考えで具体的に思考を深めていけるかが大切で

ある。そのためには、協調学習を通して多様な考え

方や手訟を自分のものとし、より深い納得のいく学

び方を考える機会となるのではないかと考える。企

業で導入しているQCサークルは、他者の意見を取り

入れた作品にづくりに繋がり、前年度から取り組ん

でいるPDCAサイクルを取り入れた製作実習に重なる

考えられ、 1960年代に製造業の現場で生まれて普及 点が多い。よりよい作品づくりをするには、生産工

し、日本の国際競争力を強めたといわれている。同 程、製11:1'.胞の立場から、品質改善の視点に着目す
じ職場の中で、品質管理活動を自主的に進める集同 ることでは大切である。その中から、様々な加工法

のことを指し、生産現場の労働者が自主的に少人数 やアイデアの立案に結び付き、思考力が高まる機会

の集団をつくり、不良品の低減や安全対策を考える になるのではなし、かと考える。
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(2) r知識構成型ジグソー法Jを取り入れた授業づくり
授業で習得した知識や技能を、学校以外の場所で

活用できるようにするためには、生活のなかに存在

している疑問を自分自身の課題として発見し、解決

できる術を身に付けさせなければならない。

学んだことを他者と共有し深めることで、自分な

りに納得し、生活のなかで積根的に活かしていくこ

とが理想的である。例えば、家にある本柳|が壊れた

場合には、必要な材料や工具を準備し、修理の方法

を調べ、それに伴う加工技術が身に付いていれば実

践可能である。特に、実生活を伴う技術の授業では、

習得したことを様々な生活の場面で応用できる。そ

のためには、授業方法を工夫することで効巣的な学

習が期待できると考える。そこで、区15に示すよう

な方法を用いて製作実習に「知識構成型ジグソ一法J

を取り入れた学留活動を展開することで、授-業に対

する理解を深めるとともに、実践的な場面における

有効性を探してみたい。

(3) 理解を深める製作実習の取り組み

知識構成型ジグソー法を技術の授業で取り入れ、授業

に対する浬併を深めるためには、教師の設定する授業設

計を明確にすることが求められる。

具体的には、エキスパート学習で、 3~4つの内容

ごとにグループ活動に分かれ、課題解決に必要な知

識や技能を学ぶ。そして、個々が習得した内容を元

に班員に教え合う。班員は、製作に必要な工程や工

具、機器の取り扱い等をグループに確実に伝える義

務があり、それぞれのエキスパート活動で習得した

内容を合わせなければ製作実習がうまく進行できな

し、状況になる。そのため、ジグソー学習の利点を活

かした授業デザインが必要となる。その手法のーっ

として、製作実習を進めるにあたり、製作上の疑問

や課題が出てくる場面を予想し、そのタイミングで

各グ、ループごとに製作工穏や加工技術について意見

交換の場を設定したい。各自が身に付けたスキルや

製作上の課題を把握し、クロストーク活動へ繋げる

ことができれば、分かり方の違いを理解したり、多

様な考えの統合することで新しい知識の生成を図

り、一人一人の理解を深めることができるのではない

かと考える(図5)。

0製作中に生じた民間・課題
O担器の揖作
{正しい録作・悶遭っている操作}

O加工のアイデア

l現!lνで君lfJLJ
O盤計 d持、

0材軒加工 11 f( グr t 

図5 製作実習における『知識構成型ジグソー法j

授業のまとめでは、製作を通して生じた疑問やつ

ぶやき、加工技術のアイデアを共有して日常生活の

新しい課題に繋げられる実践内容を考える。

W 授業実践

1 題材について

(1)題材名

『工具をf~ し、た LED ソケットライトの製作』

(2)題材の概要

私達の身の回りには多種多様な照明器具があり、

生活において必要不可欠なものになっている。これ

までのソケットランプといえば白熱電球が主流であ

ったが、白色LEDの誕生により、照明器具としての

需要が高まるとともに価格もドがり、家電量販胞を

中心に見かける機会も多くなってきた。

本題材では、電気エネルギーを利用したものづ

くりを通して、製作過程に必要な正しい工具の使用

や安全に使用するための知識や技能の習得を目的と

している。また、作品の全体構造に関しては、木材

を中心とした材料加工において設計・製作を行う。

授業では、知識構成型ジグソ一法を用いて立いに相

談したり、知恵を出し合いながら解決していく問題

解決的な学習を中心に進めてし、く。その際に、 f1C1

活用能力Jに焦点を当て、製作過程で浮かんだアイ

デアや加工技術をその都度記録し、デジタル媒体と

して活用することで学びの記録を共有し、ジグソー
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学習に結びつけたい。 3 実践内容

(1) 技術教室のネットワーク環境の整備

(3) 指導目標 本校技術教室には、光回線コンセントが設置され、

私たちの身近な生活にある電気機器のなかでもH日 ONU (光回線終端装置)を経由して琉球大学の総合
明器具は構造が分かりやすく、保守点検もしやすい

ため、故障した場合には正しい知識と技能があれば

個人で修埋することが可能である。また、 DIYセン

タ一等へ行くと機器の部品も販売されているので、

適切なものを選択することで家庭においても実践可

能な内容である。本題材では、電気回路の重要な要

素である電源、導線、負荷、スイッチの部分を I~I 分

で組み立てることで、電気機器に対する理解を深め

て欲しいと考えている。その際に、故|時の原1:&1とし

て多く取り上げられ、実際に修理することが可能な

箇所であるプラグとスイッチの配線を行うことで、

工具の機能を活かした扱いと安全を意識した加仁技

術を身に付けさせたい。

2 本実践の趣旨

製作実習では、ソケットライトの部分と作品の全

体構造部分の2段階の製作工程に分けた。

情報処理センターから学内LANにてインターネット

に接続することができる。もともと無線LANの環境

は無かったが、本実践のために導入し、そこから無

線ルーターを設置して利用した。当初は、 lつの無

線ルーターを用いて授業を進める予定であったが、

テキストファイルやjpg、gif、movファイル等のデ

ータをリアルタイムに共有するためには限界があり

授業実践を行うには困難であった。そこで、|司時接

続台数を考慮し、ハブで3台に分岐してネットワー

クに接続した。実践に使用する端末は、アップル社

のipad miniを10台準備し、 lグループ4人で活用す

ることとした。設置内容と機器の使用詳細は以下の

図に示す(図6)。限られた予算のなかで、公立学校・で、

も実践できるような環境を怨定し、安和liで、比較的入

手しやすし、市販のルーターを用いて接続の動作確認

を行った。 300~450Mbpsのルーター l台で3台程度の

割り当てを行い、同時アクセスを除けば比I鮫的安定

ソケットライトのスイッチ部の心線の製作段階に した通信速度でファイルのやり取りができた。若干

おいては、どのような工夫があれば、より正確に安 のタイムラグはあるが、アップロードのタイミング

全性を尚めた加工ができるかについて、実践を取り を端末ごとに変えることで対応可能であることが分

入れながら考える場面を設定した。その際に、タブ かった。主なデータの管理や修正等は、パソコンを

レット機総を活川し、グループ聞の意見や情報、技 使用することで教師側がカテゴリーごとに分別し、

能の共有をクラウド機能を用いて展開する。 フォルダに管理することでデータの一元化を図ったO

全体構造部分では、各々が使用する材料の特性に

気づき、丈夫な構造について考える場面で品質管理

における内容を共有したい。各自の設計と部品加T.

を終えた段階で、構造上の強度やデザイン等、消費

者の視点で考えていけるようなジグソー学習に繋げ

たい。

授業では、エキスパート活動において必要となる

ヒントやアイデアをクラウド上で共有させ、各クザル

ープがデータを活用して試行錯誤しながら実習が進

められるように支援する。また、授業でひらめいた

アイデアを学級悶を超えて共有で、きるようにするこ

とで、データベースの活用も図れるようにしたい。

その後のジグソー学習では、各エキスパート活動で

持ち寄った情報・技能をもとに安全に留意した加工

法について考え、意見交換を行う。

生徒閉で画面を切り答えて投影でき
るようにHDMI変換ケーブルを利用し

てAppleTVに媛続
{プロジェクタ使用時)

図6 本実銭のために設置したネットワーク環境
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実習を主体とする教科の特性を活かして、マルチ

メディアのコンテンツを準備し、タブレット端末の

画面だけでなく、テレビやプロジェクタに投影して

同一両面を共有しながら授業を進行できるようにし

た。

(2) クラウド機能を取り入れた授業構成

ネットワーク環境等のハード面を構築したら、ど

のようなソフトを用いて実践するか検討しなければ

ならない。そこで、本実践では複数のクラウドソフ

トを用いて授業で実践し、その中から製作実習に適

したものを選定することとした。今回は、グーグル

社のGoogleDriveを実習に取り入れた。このソフト

の利点は、幽.両操作において生徒が扱いやすく他ソ

フトとの共有'性があり、 jpegデータを有効的に使用

できる環境が整っている。端末内にある対象のデー

タを選択してアップロードすることが可能であるた

め、グループ学習に適している。また、¥VINDO¥VSのP

Cにも互換性があるため「情報とコンピュータJの

授業内容への応用も視野に入れて考えた。

各エキスパート学習ごとにフォルダを準備し、そ

のなかに授業で必要となるデータを集約させ、いつ

でも検索できるようにした。また、テキストや写真

データだけでなく、製作でヒントとなるマルチメデ

ィアコンテンツを準備することで生徒の多様な考え

やアイデアを引き出せるように工夫した。

授業では、グ、ループ活動を中心に製作の段階ごと

に加工法や設計の傑子を記録させることで学級間で

データの共有を行えるようにした。

ヨ+

il3ZD迫舗先:マイドライフ

田駅しい文句

ο 掴......~ <・4 u 阻 _:"X"_川田敏しいえプレッドyート

(3) エキスパート活動

製作実習では、前述でも述べたが、ソケットライ

トの部分と作品の全体構造部分の2段階の製作工程

に分けて行った。加工内容に合わせて3........4つのエキ

スパートの活動内容を用意し製作に入る。

ソケットライト部分では、直接コンセントに接続

し電気を供給する筒所なので、安全に加工するため

に必要な知識と技能を重点に置いた。安全性と正確

な加工が求められる電源プラグと中間スイッチの取

り付・けを行うことで、安全性を意識したものづくり

の大切さを身に付けさせることを目的とした。

全体構造部分の加工では、材料の特質を活かした

丈夫な構造やデザイン等を重視し、製品を購入する

消費者の視点で、全体の設計を行った。その|際、新し

い発怨を出させるためにタブレット機器を活用した

クラウド機能をJfJいてアイデアの共有を行い、グル

ープ聞で知恵、を出して製作できるような綬業展開を

目指した。 2つの製作段階で行うエキスパート活動

は以下の通りである。

[ソケットライトの部分]

・エキスパートArコードの被覆剥きJ
・エキスパートBrJ玉着端子の取り付けJ
・エキスパートcr処理した心線のプラグへの巻き付け」
・エキスパートDr加工に関する情報提供」

[全体構造の部分]

・エキスパートAr製品の使用目的と条件j
・エキスパートBr材料の特徴J
・エキスパートcr丈夫な構造J

(4) ジグソー活動

上記の各製作工程におけるエキスパート活動で得

られた知識と技能を用いて実習を行う。実習では、

' 個 E・E・3・ 園内， 旬新しい7;f1~ダ | 各エキスパートの内容を十分に理解しないと正確な

u 掴川l'.'~ ':' 叶 .!. 1iJ1やお恥Yツ7日| 加工が悶難になることが予想される。そのため、ジ

図7 実践で用いたクラウドソフトの画面構成

グソー活動を展開するには、習得内容の共有が求め

られる。加工に必要な工具の使用や組み立てには、

互いの学び合いを通したエキスパート活動の充実が

必要となる。製作の段階に合わせてジグソー活動を

取り入れ、課題提示を行うことで各グループごとの

加工における共通の課題や共通点を見つけ出し、製

作活動に繋げたい。学習内容の詳細を表 1に記す。

-117 -



表 1 r工具を用いたLEDソケットライトの製作」の学習内容
1I荊MJ 学習項目 学習内容 学習活動 評価内容・方法

fエネルギー 0電気エネルギー -身の同りにあるエネルギーを発見し、ど -わたしたちの生活を

変換に関する の変換 のように変換して生活に利用されている 支えるエネルギーに

技術J -わたしたちの生活 かクザループ、活動を通して発表する。 ついて理解すること
4 にあるエネルギー -電気機25を例にあげ、|亘!路を構成するし ができる。
わたしたちの -t低気に|則する基礎 くみについて考え、情報を共有する。 • 181路構成と光エネル
生活とエネル 知識 -電流、 ni:H:、↓抵抗、電力、直流、交流の ギーの変換について
ギー -光エネルギーへの 特徴をJ:1H併し、グループ。で、学び合う。 特徴を述べることが

変換と利用 -白熱電球、蛍光灯、 LEDの特徴を理解し、 できる。
発光のしくみを知lる。 。嘉義霊安子空事~~~~f1

「情報に関す -ネットワークの利 -身近な生活のなかで利用されている情報 -生活にある情報技術

る技術J 用としくみ 技術について、事例をあげて発表する。 について事例をあげ

-タブレット端末の活 -情報技術を取り入れた機器を制御する働 て発表することがで

報通信ネット 月1とソフトの利用 きについて矢11るU きる。

2 ワーク -クラウドサービスのしくみを知り、ネッ -クラウドの特徴を理
トワークの活用方法について理解する。 解し、タブレット端
-タブレット端末を利用して、クラウド機 末を利用して操作が
能を備えたソフトの操作を習得する。 サーることがで・きる。

己嘉一重苦乏弾事轟脅

f材料と加工 . LEDソケットライ -加工の刊1111を杷保し、使用する部品や[ -加工の手順を把鋸
に関する技術j トの概要と使用す 具、機掠を知る。 し、使用する工具や

る~'fI~M ， -電源、持:線、負向、スイッチの役割をJ!I! 機器の目的を理解す
4 LEDライト部 -コードの被覆剥き 解して、製作 IJ!r~に必要な技能を習得する。 ることができる。

の加工 と心般の処.f!I! 'T貝.をHJいてiEしいヒeニルコードの被桜 .1Eしい手11闘で心線の

-ソケットライトの まlJきの手Il~i と心線の処理を理解し実践する。 処埋ができる。

力11工 -知識構成明ジグソ一法を用いた安全性を
川←b指z3tL!助主主主タ事幅;をき三~~.;子三五宮開吾意識したソケットライトの加工。

「材料と加工 -材料の特徴と使用 -作品の全体構想を揃き設計図にまとめる。 -構想した内容を設計

に|羽する技術J 目的、条件 -学習カードに製作工程を計画し、具.体(i'-J 固にまとめることが

.T只.と機械の取り な作品づくりの見通しを共有する。 できる。

8 作品全体の構 扱い方 -材料の特徴を理解して、使用目的に合わ -機械を用いて切断した

造の加工 -材料の切断と加工 せた部品)111[について互いに考えるの 材料を寸すお通りに毒剤在

-機械をJIjし、て)JI11.:.した材料の調整を行し、 することができる。

設計図をもとに組み立てる。 :。男γ'/1'.すそ:ι一星空
-知識情11父ftqジグソ一法を用いた丈夫な梢 長:ーモ~]~，活動~-努~~
造を怠-識した材-料の川l工 ー;面画

エネルギ一変 -電気機掠の取り般 -電気機器の椛造や特徴を理解し、家庭で t開器の特徴を:~I
に関する技術J し、とH:;f;]: 保守点検できる技能を身に付ける。 解し、正しく使用す

2 機器の保守点検 -照明機関の管J理と -各自で製作した作品の構造を理解し、 if& ることがで、きる。

{来守点検 障した|際の{l差別¥)i法を身に付ける。 国民品説磁石強選S裏側
-家庭における作品の使用方法を考える。 日発室長三:選挙童謡~IJ

3 授業実践の様子

表l(こ示した学習内容から、一部を抜粋して授業

の視点や授業後の成果や課題等を下記に記す。互い

にアイデアや加工技術の共有を活かしたジグソー学

普から見えてきた実践の成果や今後の課題等を中心

にまとめた。
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表2 r工具を用いたLEDソケットライトの製作Jの授業実践(一部抜粋)

11寺 学習内容・生徒の活動 | 授業のポイント・教師の支援 | 難船成駅欄

~L印ライト部の加工』
OLEDの特徴と発光のしくみ・使用する部品と工具

41・加工の手JI頂の把握

-スイッチ部と電源プラグ脅I~の加卜製作前に使用する

工においてコードの取り付け方法l材料と工具を提示
が異なることを伝え、なぜそうなlすることで、加工
るのかについて考える機会を設定lに求められる技能
する。 Iについて考えさせ

加工で使用する部品と接続方法

[課題提示①]

電源プラグと中間スイッチの加工にはどのような技能が

必要か考えよう[エキスパート活動]

エキスパート活動の様子 エキスパート活動の資料データ

・エキスパートA[コードの被覆剥き]

・エキスパートB[fE者端子の取り付け]
・エキスパートc[プラグへの巻き付け]

・エキスパート D伽工剣i立に関する注意]

・電源プラグ部は、コンセントと直lることができた。
接被続することになるため、安全

性を考慮、して規格に合わせて任者卜各部品の規格表に

端子(R2・3.5)を使用する。 Iをもとにグ、ループ
・各部品の説明はそれぞれメーカーl聞で加工に関する
の規格表を載せ、クラウドにアッl ヒントを探し出せ

プロードし、いつで‘も確認で-きる

ようにした。

るように説明した

が、定格{直の重要

-課題提示では、使用する部品を加l性に結ひ'つけて考
工するために必要な道具と使用lえさせることがで

方法について知ることで、習得lきなかった。

しなければならない技能を考え

させる0

・A では、ピ.ニルコードの特徴を底!

解して必要な工具を蹴尺して必要卜 JJO工の内容をエキ

な長さに切断できるようにする。 Iスパート活動とし

・Bでは、端子の規格を確認して専lて位置づけ、内容
!日工具を用いて正確に取り付ける。 lを細分化すること
.cでは正しし、手11頃で心線のしまつ
を行い、プラグに接続することが

できる。

加工に必要な工具の特徴を生かして安全かっ正確に取り|・Dでは加工に必要なアドバイスや

付けるにはどのような技能が必要か[ジグソー活動] I 工具の安全な取り扱い方を班員に

により、それぞれ

の工程において求

められる技能にお

いて深く考えさせ

ることができた。

0各エキスパートσ滑微人除を閥、してプラグの加工を行う0

.班ごと同旧:に必要な技能ベ北怠点を趨哉し・(")10工する0

.正しい心線の処理とプラグ.への接続について考える。

[課題提示2]

安全性を儲意し、正確な加工をするためにはどのよう

な技能が必要か説明しよう。[クロストーク活動]

-班でまとめたワークを担雌巴

し、タブ、レット端末を活用し

伝えることで去鵠包の共布を図る。

・ジグソー活動で、は、エキスパート

活動で共有した内容をもとに f安

-ジグソー活動で

は、安全で正確な

加工に重点を置

全・正確jを意識した活動が実践lき、加工した部品

できるかに重点を置き、班活動をlを添付したワーク

活発に取り組めるように支援する。 lを用いたが、活発

・クロストーク活動で怯、ジグソーlな意見交流に結び

活動を通して加工した部品をもとlつけることができ

に、照明機器の安全な使用方法やlなかった。
加工技術について学級全体で討議トタブレット端末を

てアップロードすることで、| できるようにする。 I用いてワークの内
'1 各班ごとの情報共有を図る。トワークを端末問で共有することでl容を共有すること

加工したコードを添付した資料

(クラウドアプリの活月j) 他の班との共通点や課題等を発見lで、多様な考えを

できるようにする。 I習得できる機会と

なったo
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4 授業実践の検証

本研究では、互いの構想やアイデア、加工技術の共

有を図り製作実宵に取り組むことができるようにICT

機器を活用した。そのなかに知識構成型ジグソ一法を

取り入れることで分かり方の違いを理解したり、多様

な考えを統合することで新しい知識の生成を図り、一

人一人の理解を深める機会になったので、はなし、かと考え

る。実践後に行ったアンケート調査の結果を分析すると、

製作実習に関する技能や加工のアイデアに対しては情報

共有の学習効果が期待できる(図8)。しかし、エキスパ

ート学習の内容を8害IJの生徒が理解できたが、ジグソー学

習に関しては、約3割の生徒が理解するのが難しいと問符

している実態から今後の指導改善が求められる。

…吋吋議1111111:警護1~I~li~:l~~111 白:~麟

21JJ 
1三苧11網で曹た

ややE霊前で畢た

1mあZり理闘で曹ない

日 I1闘で曹ない

更に、具体的に生徒の理解を確認するために定期テ

ストの結果を用いて分析した。記述式で出題した fプ

ラグの加工で求められる必要な技能」の正答率は83切

であり、工具を使用する|探の注意点や安全性を考慮、し

た取扱い方法については、約8割lの生徒が身に付いて

いたと考える。残りの2割の生徒に関しては、具体的

な方法を自分の考えで論述することができなかったが

おおよその理解はできていた。解答の内容を分析する

と、ジグソー活動で習得した内容が反映され、相手に

対する具体的な説明を意識した内容が多かった。また、

図9に示すように、具体的に図を川いて解答する例も

見られた。このことから、本実践を通して知識構成塑

ジグソ一法の有効性を見tHすことはできたが、指導法
や授業実践の工夫が必要であることが分かった。
，~_-・‘~~ー._~・ベ也負: ヨ由止区一一冊，【'11 JI 2 符量点M~ l. 

中~~t"") H ';::二;ユム I J J 
111:.l!U1 V t;;ã.~，~;;:'〓l 会:

， lJ万二:;P』 53 に~ï

耐怖2九州 Z九州 7仰
五ψl;llitm~l:
2わり ま〈式ゐ~~~1'. z 

1!.1.~h~7Z.tt.h. O8lが叫l.E')
f;;ぷ ij修~(t~ ，~.~z.1::' 

図9 定期子ストの出題内容と解答例

V 成果と課題

1 成果

・クラウド環境をJTj~、た授業実践で、製作実習のなか

に対話を取り入れることにより、互いの作品の構造

やアイデア、加工技術について学び合いを深める機

会となった。

・作品の構想図や設計の段階でICTを活用することに

より、言語活動の場面が活発になり、他者の考えを

理解し多様な考えを学ぶことに繋がった。

・エキスパート活動の内容を具体化させることで、機

器の加工に必要な知識と技術を身に付けさせること

ができた。

2 課題

・実習を主体とした教科の知識構成型ジグソ一法を川

いた授業の更なる工夫と改善0

・習得した内容を他者と共有し深化させることのでき

る指導法の確立。
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